
　機種コンセプトは既存の「鷹揚、ゆったり乗る、見せる、魅せられる」を継承。スタンダードは、CB1100の

デビュー以来好評いただいている外観をキープしながら、新たに走り・乗り味といったバイクの原点を中心に

ブラッシュアップを図りました。

CB1100 EXは、CB1100の魅力をさらに向上させるため、走り・乗り味に加え、外観を一新して、質感・仕上げ

といった造り込みを実施し、よりトラディショナルなイメージを深めました。エンジンは往年のCBを彷彿とさせる

サウンドを表現。細部にわたり質感を向上させました。

　また、CB1100/ CB1100 EXともに新たに6速ミッションを採用し、クルージングの心地よさを演出。PGM-FI

のセッティング変更との相乗効果で燃費も向上しています。シートはスタンダードには好評をいただいている

e-cushionを採用。EXにはワディングを施し、さらにクッションに厚みを持たせたシートを採用しました。
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CB1100とCB1100 EXそれぞれの考え方 /
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